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（『ミシェル・フーコー思考集成Ⅰ  1954 -1963  狂気  精神分析  精神医学』  筑摩書房  
1998 年  p207）  
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2  市川浩  『精神 としての身体 』  勁草書房  1 975 年  p168  
3  森本達雄  『ヒンドゥー教  インドの聖と俗 』  中公新書  2003 年  p289  
4サンスクリット語でヨガの座法 ・体位のこと。古典的なヨガの考えでは瞑想のための”ゆったりと
した快適な姿勢”という定義だが、現在は体位 （ポーズ）の意味として使われる。  
 
図 2 シャシャンガ・アーサナ  
ウサギのポーズ  
(綿本ヨーガスタジオ RIE 監修  
『これ一冊できちんとわかるヨガ』マイナビ 2013年 p147) 
図 3 マユーラ・アーサナ  
クジャクのポーズ  
(Satori Sankara・久保玲子 監修  






































となる。日本では劇団四季によって 1983 年に初演。  
図 4  劇団四季ミュージカル「 CATS」   
猫のメイク  
(『劇団四季ミュージカル「キャッツ」のすべて』 







































図 5 ウォルト・ディズニー・アニメ          
「ライオン・キング」 1994年公開  
(柳生すみまろ監修『ディズニーアニメーション 
大全集決定版』 講談社 2008年 ｐ77) 
 
図 6 ウォルト・ディズニー・アニメ  
「わんわん物語」 1955年公開  
(柳生すみまろ監修『ディズニーアニメーション 

































































図 7 上原由紀子「妄執の形象」  
(部分 )2013 年  
 
図 8 上原由紀子「 Limbo」  




































6  ロバート・ルイス・スティーヴンソンの代表作  『ジキル博士とハイド氏 』  1886 年、イギリス。  
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7  アルフレッド・ヒッチコック  (1899 年～1980 年 )：イギリスの映画監督、映画プロデューサー。
サスペンス映画の巨匠と呼ばれ、代表作に『裏窓 』、『めまい』、『サイコ』、『鳥 』など。  









































図 10 上原由紀子「保たれない均衡」 (全体図 ) 
紙本彩色 145.5×336cm 2012 年  
 
 




































8猪熊壽  『アニマルサイエンス③イヌの動物学』  東京大学出版会  2001 年 p117  
9猪熊壽  注８掲書 p21  
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人と戯れ、喜びや悲しみの表情を目一杯示す一方で、凛々しさと儚さを感じさせる瞬間
を持つ犬という動物に、私は魅了されている。中でも、サルーキ 1 0（図１２）、グレイ































1 1グレイハウンド：16 世紀イギリス原産、サイトハウンド。  速く走るために作 り出された犬種で、
ドッグレースで活躍する姿が有名。  
図 12  サルーキ  
(山崎 哲・小島豊治『新 世界の犬図鑑 




図 13 グレイハウンド  
(福山英也・立松光好 『日本と世界の犬カタログ  














図 14  上原由紀子「ボルゾイ」  
着色素描  2015 年  
 
図 15  上原由紀子「サルーキ」  




































おける、伝染病の感染拡大のスピードの速さに注目が集まった。   


























1 4  ワイマラナー :  17 世紀ドイツ原産、万能な狩猟犬。優美かつ強健な体格で、光り輝くシル
バー・グレーの単色の毛色を特色とするユニークさから、グレー・ゴーストとも呼ばれる。また琥
珀色か、青みのある灰色の眼の色も独特である。  
1 5  イビサンハウンド :  古代エジプト時代に王室の猟犬だったが、紀元前 8 世紀ごろ、バレアス
諸島のイビサ島に持ち込まれたのち、スペイン本土に広がったと思われる。引き締まったしなや
かな体、神秘的な琥珀色の小さな目、大きな立ち耳、肉色の鼻が特徴。   
図 16 瞳孔の大きさの比較  （筆者撮影）  
図 17 ワイマラナー  
(福山英也・立松光好 
『日本と世界の犬カタログ 2004年版』 
 成美堂出版 2004年 p134) 
図 18 イビサンハウンド  
(山崎 哲・小島豊治  
『新 世界の犬図鑑 LEGACY OF THE DOG』 
山と渓谷社 2004年 p206) 
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1 6  四方多犬彦  『漫画原論 』  ちくま学芸文庫  1999 年  p162  
図 19－①～⑥  漫画表現における瞳の描き分け  
図 19-①「ガラスの仮面」  
(美内すずえ 1巻 白泉社  
1976年 表紙) 
 
図 19-②「るろうに剣心」  
(和月伸宏 27巻 集英社 
 1999年 p134) 
図 19-③「 DEATH NOTE」  
(大場つぐみ・小畑健 
3巻 集英社 2004年 p54) 
 
図 19-④「東京喰種」  
(石田スイ 11巻 集英社  
2014年 表紙) 
図 19-⑤「ガラスの仮面」  
(美内すずえ 49巻 白泉社  
2012年 p114) 
 
図 19-⑥「 NARUTO」  
(岸本斉史 42巻 集英社 


































図 21 瞳に宿る光の影響力  
(筆者作成 ) 
 
図 20 ハイエナ  











































































図 24 狂気的な瞳の表現 (筆者作成 )  
図 23 目の周りに表れる不健康な様子  




































図 25 俵屋宗達  「白象図」  
(部分 ) 板地着色 2 枚  
181×125cm 17世紀   
養源院  
(水尾比呂志 『宗達光琳派画集 下巻』  
光琳社出版 1966年 図版番号53) 
 
 
図 26 曽我蕭白「雪山童子図」 (部分 ) 
紙本彩色・一幅 1 7 0 . 3×124 . 6 c m   
176 5年頃  三重・継松寺  
(辻 惟雄・河野元昭・マニー・ヒックマン 
『若冲／蕭白』日本美術絵画全集23  
集英社 1977年 図版番号 44) 
  







































































1 7荒木飛呂彦  『荒木飛呂彦の漫画術』  集英社  2015 年  p155  
図 28-①  
「天 空 の 城 ラ ピ ュ タ」  
1986 年公開  
 
図 28-②  
「もののけ姫」  
1997 年公開   
図 28-③  
「ハウルの動く城」  
2004 年公開  
  
図 28-①～④  スタジオジブリ作品に見られる一貫した目のデザイン  
       （図版引用文献一覧参照）  
 
図 28-④  
「風立ちぬ」  























(全体図 ) 紙本彩色 227.3×181.8cm 























図 30 俵屋宗達「鹿下絵和歌巻」 (部分 ) 紙本金銀泥彩色  34.0×924.5cm 
17世紀  五島美術館  






















絹本彩色 126 .5×120cm 
平安時代  東寺  
(頼富本宏監修『曼荼羅の美と仏 京都東寺秘蔵』 
東京美術 1995年 p30) 
図 32 千体千手観音立像
鎌倉時代  蓮華王院  
(紺野敏文編集『菩薩』日本の仏像大百科 第2巻 








図 33 安野光雄「もりのえほん」 (福音館書店 1977年 p16・17) 
(部分 ) 画面中央上部 豹















































































2 0  恵心僧都とも尊称される。942 年生、1017 年没。浄土真宗では七高僧の第六祖とされる。  
図 37  往生要集絵（右幅）
紙本彩色  182.6×136cm 
江戸時代  大楽寺  
(小栗栖健治 『図説 地獄絵の世界』 
河出書房新社 2013年 p22) 

























図 39 上原由紀子 作品制作過程写真
(「無題」 2 014 年 ) 
図 40 上原由紀子 作品制作過程写真


















           
2 1  こうした理性の影響を極力排 した制  作  スタイルは、「オートマティスム」と呼  ばれ、20  世紀以
降の芸  術に多  大な影  響を及  ぼしている。 





油彩カンヴァス 24.1×33cm  
1954 年ニューヨーク近代美術館
(岡村多佳夫 『ダリ』西洋絵画の巨匠３ 




1912 年  ハーグ市立美術館  
(中村真一郎・井上 靖・高階秀爾 
『モンドリアンと抽象絵画』新装カンヴァス版 




















































2 3  トライポフォビア（ t r ypophob ia）は、2005 年、ギリシャ語の t r ypo（穴あけ）＋英語の phob i a
（恐怖症 ）を組み合わせて作られた造語。日本では、集合体恐怖症という俗称もある。  
この不安障害に関しては、これまで研究がほとんど行われていないが、トライポフォビアは学術
的には認知度は低いものの、多く広くみられる不安神経症の一種と言われる。この反応は、人





























図 45  草間彌生「南瓜」
Lithograph/Screenprint 
5 2 . 2×45. 7 c m / 64×54. 5 cm  
1982 年  
(草間彌生 『草間彌生全版画 1979‐2013』 








「再生の行進」 (部分 ) 
上原由紀子 「コレクター」（全体図）
紙本彩色  38.0×45.5cm 2014 年
































































図 48 宝塚歌劇団のカラフルな舞台  
(北靖編集 『宝塚 GRAPH9月号』通巻 820号 
宝塚クリエイティブアーツ 2015年 ｐ37) 
 
図 49 映画「ウェストサイドストーリー」  
(ロバート・ワイズ ジェローム・ロビンス監督 
ユナイテッド・アーティスツ配給 1961年公開) 
図 47 歌舞伎の舞台での水の表現  
(大倉舜二写真 『歌舞伎 KABUKI TODAY The Art and Tradition』 
































スキー 2 7の演出方式から確立された「メソッド」式演技 2 8のような、実在感のある方法
2 5  ピーター・スティーヴン・ポール・ブルック（1925 年 ～  ）：イギリスの演 出 家 、演劇 プロデューサー、映 画
監 督 。コンパニオン・オブ・オナー勲 章  (CH)  ・大 英 帝 国勲 章  (CBE )  受 章 。  
2 6  ピーター・ブルック著  高 橋 康 也 ・喜 志 哲 雄 訳  『なにもない空間 』  晶 文社  19 71 年  p 74  
2 7コンスタンチン・スタニスラフスキー ( 186 3～1938 )：ロシア・ソ連 の演 出家 。「スタニスラフスキー・システム」
と呼 ばれる演 出法 を提 唱し、後の演 劇 演 出に多 大 な影 響 を及ぼした。  
2 8  19 40 年 代のニューヨークで確立 された演 技 法 。演 者がリアリスティックな演 技 を行 うために、役 柄の
感 情を追 体 験することに特 徴がある。  
41 
 































2 9  ロバート・デ・ニーロ（1943 年～） :  アメリカ合衆国の俳優、映画監督。スタニスラフスキーに
師事した演技指導者ステラ・アドラーからメソッド演技を学ぶ。撮影前の徹底した役作りはデニ
ーロ・アプローチと呼ばれ、彼の代名詞となった。『ゴッドファーザーPART2』 (1974 年 )、『レイジ
ング・ブル』 (1978 年 )、『レナードの朝 』 (1990 年 )など多 くの作品に出演する。また、『グッド・シ
ェパード』 (2006 年 )などの作品で映画監督も務めている。  

































図 52 上原由紀子  「 Limbo」  紙本彩色 130×225cm  2012 年  
図 51 上原由紀子「無題」紙本彩色  




































美しさはより際立つ。この炎の表現は「侵蝕 」（図 ６５）で参考にした。  
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図 53 竹内栖鳳「蹴合」絹本彩色  
114.7×132.2cm 1930 年  大倉文化財団  
(河北倫明・平山郁夫監修 『竹内栖鳳』巨匠の日本画１  
学習研究社 1994年 図版番号 12) 
図 54 伊藤若冲「紫陽花双鶏図」  
絹本彩色 140×85cm   
1759 年  心遠館コレクション  
(狩野博幸 『伊藤若冲大全』 小学館 2002年 p36) 
 
図 55  速水御舟「炎舞」  
絹本彩色 1 2 0 . 4×53. 7 c m   
1925 年  山種美術館  
(河北倫明・平山郁夫監修 
『速水御舟』巨匠の日本画 10 







































































3 1コマの流れは、日本の書物自体が右とじになっていることから、自然に右から左に進む。  
これは、日本語が縦書きで右から左の行へ流れていくことから生じており、英語など左から右に
文字が進むものでは、コマも左から右へと進む。  
図 57 漫画でのコマ割り  
       （筆者作成）  
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3 2  「鳥獣人物戯画 」：甲 ・乙 ・丙 ・丁の全 4 巻からなる絵巻物。後世の様々な作品の引用元
にもなっている。  
図 60 「鳥獣人物戯画」甲巻より  12～ 13 世紀  高山寺蔵  
(小松茂美編集 『鳥獣戯画』日本絵巻大成 6 中央公論社 1977年 p26・27) 
図 58 台詞なしの漫画  
(横山裕一『トラベル』 
   イーストプレス 2006年 p4) 
     
図 59 台詞なしの漫画  
(田中政志『ゴン』講談社 
1992年 1巻 p7) 
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図 63 「妄執の形象」本画前のスケッチの一部  
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図 64 上原由紀子  「再生の行進」  紙本彩色  162×520cm 2015 年  















































































































3 3  短編「姉妹 」は、18 歳の誕生日を迎えると、醜くなっていくという血筋の家系に生まれた姉
妹の物語。  
3 4  ジェイソン・ライトマン監督作  2011 年アメリカ映画。  
図 66 上原由紀子「侵蝕」（部分）  
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図 67 洞窟内のコウモリの群れ  
(今泉吉典 『有袋類』動物大百科 6 平凡社 1986年 p66) 
図 68 ダイトウオオコウモリ  
(鈴木泰二『図解自然観察 シリーズ 
動物と鳥 2』 国宝社 1977年 p99) 
図 69 ノレンコウモリ  
(鈴木泰二『図解自然観察シリーズ 動物と鳥 2』  
































































































図1 上原由紀子  「追放から自由へ」 




綿本ヨーガスタジオ RIE 監修 『これ一冊できちんとわかるヨガ』 
マイナビ 2013年 p147 
図3 マユーラ・アーサナ 
クジャクのポーズ 
Satori Sankara・久保玲子 監修 『YOGAポーズ大全』  




光文社女性ブックス No.148  光文社 2014年 p14 









講談社 2008年 ｐ39 
図7 上原由紀子 「妄執の形象」 
(部分) 2013年 
自作品 





アルフレッド・ヒッチコック監督 「鳥」  
ユニバーサル・ピクチャーズ配給 1963年公開 
図10 上原由紀子 「保たれない均衡」






図12 サルーキ 山崎 哲・小島豊治 『新 世界の犬図鑑 LEGACY OF THE DOG』 
山と渓谷社 2004年 p215 
図13 グレイハウンド 福山英也・立松光好 『日本と世界の犬カタログ2004年版』  
成美堂出版 2004年 p162 
図14 上原由紀子 「ボルゾイ」  
着色素描 2015年 
自作品 
図15 上原由紀子 「サルーキ」  
鉛筆素描   2011年 
自作品 
図16 瞳孔の大きさの比較 筆者撮影 
図17 ワイマラナー 福山英也・立松光好 『日本と世界の犬カタログ2004年版』  
成美堂出版 2004年 p134 
図18 イビサンハウンド 山崎 哲・小島豊治 『新 世界の犬図鑑 LEGACY OF THE DOG』  
山と渓谷社 2004年 p206 
図19-
① 
漫画表現における瞳の描き分け 美内すずえ 『ガラスの仮面』 1巻 白泉社 1976年 表紙 
図19-
② 
漫画表現における瞳の描き分け 和月伸宏 『るろうに剣心-明治剣客浪漫譚-』 27巻 集英社 1999年 p134 
図19-
③ 
漫画表現における瞳の描き分け 大場つぐみ・小畑健 『DEATH NOTE』 3巻 集英社 2004年 p54 
図19-
④ 
漫画表現における瞳の描き分け 石田スイ 『東京喰種トーキョーグール』 11巻 集英社 2014年 表紙 
図19-
⑤ 
漫画表現における瞳の描き分け 美内すずえ 『ガラスの仮面』 49巻 白泉社 2012年 p114 
図19-
⑥ 
漫画表現における瞳の描き分け 岸本斉史 『NARUTO』 42巻 集英社 2008年 p128 
図20 ハイエナ 岩合光昭 『地球動物記』 福音館書店 2007年 p260 
図21 瞳に宿る光の影響力 筆者作成 
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図22 記号化した瞳のバリエーション 筆者作成 
図23 目の周りに表れる不健康な様子 筆者作成 
図24 狂気的な瞳の表現 筆者作成 
図25 俵屋宗達 「白象図」 
(部分) 板地着色2枚 
181×125cm17世紀 養源院 





辻 惟雄・河野元昭・マニー・ヒックマン  















川田修 『ロマンアルバム EXTRA 風立ちぬ』 徳間書店 2013年 p216 
図29 上原由紀子 
「彼女の中に潜むもの」  






小林秀雄・東山魁夷・山田智三郎監修 『世界素描大系4』  




頼富本宏監修『曼荼羅の美と仏 京都東寺秘蔵』  
東京美術 1995年 p30 
図32 千体千手観音立像 
鎌倉時代 蓮華王院 
紺野敏文編集 『菩薩』日本の仏像大百科 第2巻  
ぎょうせい 1990年 p70 
図33 安野光雄「もりのえほん」 安野光雄 『もりのえほん』 福音館書店 1977年 p16・17 
図34 浦和レッズサポーター 『サンケイスポーツ特別版 Gallop臨時増刊「浦和レッズ第１ステージ 
制覇史上初！無敗Ｖ」』 サンケイスポーツ 2015年 p15 
図35 闘牛場面 メノ・メイエス監督 「マノレテ 情熱のマタドール」 2008年公開 








小栗栖健治 『図説 地獄絵の世界』 河出書房新社 2013年 p22 
図39 上原由紀子 制作過程 自作品 
図40 上原由紀子 制作過程 自作品 
図41 サルバドール・ダリ 
「記憶の固執」 
油彩カンヴァス24.1×33cm   
1954年ニューヨーク近代美術館 





中村真一郎・井上 靖・高階秀爾  『モンドリアンと抽象絵画』 
新装カンヴァス版世界の名画24 中央公論社 1995年 p51 
図43 密集する青パパイヤの種 筆者撮影  





草間彌生 『草間彌生全版画1979‐2013』 アベイズム 2013年  
図版番号5 
図46 自作品にみられる集合・密集の例 自作品 
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図47 歌舞伎の舞台での水の表現 大倉舜二写真 『歌舞伎 KABUKI TODAY The Art and Tradition』  
講談社インターナショナル 2001年 p91 
図48 宝塚歌劇団のカラフルな舞台 北野靖編集 『宝塚 GRAPH9月号』通巻820号  
宝塚クリエイティブアーツ 2015年 ｐ37 
図49 映画「ウェストサイドストーリ
ー」 
ロバート・ワイズ ジェローム・ロビンス監督 「ウェストサイド物語」  
ユナイテッド・アーティスツ配給 1961年公開 
図50 メソッド俳優の徹底した役作り マーティン・スコセッシ監督 「レイジング・ブル」  
ユナイテッド・アーティスツ配給 1981年日本公開 
図51 上原由紀子 「無題」 紙本彩色 
162×130.3cm 2010年 
自作品 
図52 上原由紀子 「Limbo」 紙本彩色 
130×225cm  2012年 
自作品 
図53 竹内栖鳳 「蹴合」絹本彩色 
114.7×132.2cm 1930年  
大倉文化財団 
河北倫明・平山郁夫監修 『竹内栖鳳』巨匠の日本画1  
学習研究社 1994年 図版番号12 
図54 伊藤若冲「紫陽花双鶏図」
絹本彩色 140×85cm1759 年  
心遠館コレクション  
狩野博幸 『伊藤若冲大全』 小学館 2002年 p36 
図55 速水御舟  「炎舞」  
絹本彩色 120.4×53.7cm   
1925 年  山種美術館  
河北倫明・平山郁夫監修 『速水御舟』巨匠の日本画10  
学習研究社 1994年 図版番号32 
図56 作者素描 自作品 
図57 漫画でのコマ割り 筆者作成 
図58 台詞なしの漫画 横山裕一 『トラベル』 イーストプレス 2006年 p4 
図59 台詞なしの漫画 田中政志 『ゴン』 講談社 1992年 1巻 p7 
図60 「鳥獣人物戯画」甲巻より  
12～ 13 世紀  高山寺  
 
小松茂美編集 『鳥獣戯画』日本絵巻大成6  
中央公論社 1977年 p26・27 





phantasmagoria」 紙本彩色  
181.8×227.3cm 2013年 
自作品 
図64 上原由紀子 「再生の行進」   
紙本彩色 162×520cm 2015年 
自作品 
図65 上原由紀子 「侵蝕」  紙本彩色 
130.3×321.2cm   2015年 
自作品 
図66 上原由紀子 「侵蝕」（部分） 自作品 
図67 洞窟内のコウモリの群れ 今泉吉典 『有袋類』動物大百科6 平凡社 1986年 p66 
図68 ダイトウオオコウモリ 鈴木泰二 『図解自然観察シリーズ 動物と鳥2』 国宝社 1977年 p99 
図69 ノレンコウモリ 鈴木泰二 『図解自然観察シリーズ 動物と鳥2』 国宝社 1977年 p99 
図70 上原由紀子 「侵蝕」(部分) 
制作過程 
自作品 
   
   








ヴァリス・ドゥ 『絵でわかる現代思想』 日本実業出版社 2000年 
榊原悟 『日本絵画の見方』 角川選書371 角川学芸出版 2004年 
並木誠士 『絵画の変―日本美術の絢爛たる開花』 中公新書 中央公論新社 2009年 
古田亮 『俵屋宗達 琳派の祖の真実』 平凡社新書 2010年 
廣田孝 『竹内栖鳳 近代日本画の源流』 思文閣 2000年 
ヴィクター・バーギン 『現代美術の迷路』 室井尚・酒井信雄訳 勁草書房 1994年 
オリヴァー・サックス 『妻を帽子と間違えた男』 高見幸郎・金沢泰子訳 早川書房 2009年 
ルートヴィッヒ・クラーゲス 『リズムの本質について』 平沢真一・吉増克實訳 うぶすな書院 2011年 
蓮實重彦・渡辺守章 『ミシェル・フーコー思考集成 Ⅰ狂気/精神分析/精神医学』 筑摩書房 1998年 
巌谷國士 『ザ・ドール ハンス・ベルメール人形写真集』 河出書房新社 2004年 
高階秀爾 編 『集合の魔術』現代の美術 art now 第７巻 講談社 1971年 
神林恒道・仲間裕子 『美術史をつくった女性たち モダニズムの歩みの中で』 勁草書房 2003年 
草間彌生 『無限の網 草間彌生自伝』 作品社 2002年  
市川 浩    『精神としての身体』 勁草書房 1975年 
森本達雄 『ヒンドゥー教 インドの聖と俗』 中公新書 2003年 
山口真美 『正面を向いた鳥の絵が描けますか？』 講談社 2007年 
押井 守 『犬の気持ちは、わからない 熱海バセット通信』 エンターブレイン 2000年 
夏目房之介 『マンガ学の挑戦 進化する批評地図』 NTT出版 2004年 
四方田犬彦 『漫画原論』 筑摩書房 1999年 
荒木飛呂彦 『荒木飛呂彦の漫画術』 集英社 2015年 
清水 勲    『四コマ漫画 ―北斎から「萌え」まで』 岩波新書1203 岩波書店 2009年 
横山裕一  『トラベル』 イースト・プレス 2006年  
ピーター・ブルック 『何もない空間』 高橋康也・喜志哲雄訳 晶文社 1971年  
小栗栖健治 『図説 地獄絵の世界』 河出書房新社 2013年 
ジョリ・カルルユイスマンス 『神の植物・神の動物―J.K.ユイスマンス「大伽藍」より―』野村喜和夫訳 八坂書房 2003年 
世界の神話と伝説研究会編 『ギリシャ神話とオリンポスの神々』 竹書房 2013年 
戸部民夫 『神様になった動物たち 47種類の動物神とまつられた神社がよくわかる本』 大和書房 2013年 
福田弘道 『神使になった動物たち―神使像図鑑』 桐書房 2012年 
猪熊 壽  『アニマルサイエンス③ イヌの動物学』 東京大学出版会 2001年 
スティーブン・ブディアンスキー 『犬の科学 ほんとうの性格・行動・歴史を知る』渡植貞一郎訳 築地書館 2004年  
フェイバー・ビレン 『ビレン 色彩学の謎を解く 人類福祉向上のための色彩心理学と色彩療法』佐藤邦夫訳 青娥書房  2003年 
山脇惠子 『史上最強カラー図解 色彩心理のすべてがわかる本』 ナツメ社 2010年  
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松田孝雄・高橋晋也・宮田久美子・松田博子 『色と色彩の心理学』 培風館 2014年 
湯原公浩編集 『別冊太陽 安野光雄の世界 1974→2001』 平凡社 2001年 
中野玄三 『日本人の動物画 古代から近代までの歩み』 朝日選書299 朝日新聞社 1986年 
小松和彦 『百鬼夜行絵巻の謎』 集英社 2008年 
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